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Ⅲ 救 急 の 概 要Ⅲ 救 急 の 概 要Ⅲ 救 急 の 概 要Ⅲ 救 急 の 概 要１ 救急体制１ 救急体制１ 救急体制１ 救急体制(1)救急業務実施体制県内の救急体制は、昭和38年の消防法改正により救急業務が消防の任務として法制化されて以来、逐次整備充実されてきた。平成24年4月1日現在、救急業務を実施する市町村は38市町村で、全市町村の97.4％に当たり、人口比では99.96％に当たる地域をカバーするに至っている。また、救急業務を実施していない市町村についても、役場内に救急自動車を置き、役場の職員が救急患者の搬送業務を実施している。（「役場救急」野迫川村） （資料第27表参照）救急業務実施市町村（義務実施）救急業務実施市町村（義務実施）救急業務実施市町村（義務実施）救急業務実施市町村（義務実施）昭和４０年４月１日現在 昭和５０年４月１日現在 平成２５年４月１日現在市町村数 人 口 左の比率 市町村数 人 口 左の比率 市町村数 人 口 左の比率４ 326,530 38.5 16 786,596 73.9 38 1,384,167 99.6(2)応援協定による救急業務近隣市町村等による相互応援協定、西名阪自動車道消防相互応援協定及び中南和消防相互応援協定を締結して、救急業務を実施している。 （資料第２表参照）西名阪自動車道における救急体制西名阪自動車道における救急体制西名阪自動車道における救急体制西名阪自動車道における救急体制柏 香 法 郡 天 天隆 理原 芝 寺 山 料 理I.C I.C I.C I.C 金 I.C所香 芝 ・ 広 陵上り車線 西和消防組合 大和郡山市 山辺広域行政事務組合消 防 組 合柏原、羽曳野、 香芝・広陵下り車線 西和消防組合 大 和 郡 山 市藤井寺消防組合 消 防 組 合
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(3)救急隊員と装備救急業務は、人命救助という重要な業務であることから、現在は、救急隊員の応急処置の内容が明確化され、救急隊員に対する教育講習も義務づけられ、救急業務の内容が質的に向上している。平成25年４月１日現在、救急隊員は910名で、救急自動車は83台である。（資料第27表参照）救急隊員及び救急自動車等の状況救急隊員及び救急自動車等の状況救急隊員及び救急自動車等の状況救急隊員及び救急自動車等の状況 平成25年4月1日現在救 急 隊 員 救 急 自 動 車実施機関 専 任 兼 任 計消 防 本 部 221 689 910 79役 場 4計 221 689 910 83２ 救急医療体制２ 救急医療体制２ 救急医療体制２ 救急医療体制(1)救急告示病院救急患者を受け入れるべき救急告示の病院及び診療所は、平成25年４月１日現在、40機関である。 （資料第27表参照）救 急 告 示 病 院救 急 告 示 病 院救 急 告 示 病 院救 急 告 示 病 院 平成25年4月1日現在私 的国 公 立 公 的 計 前 年 同 期病 院 診 療 所救 急 告 示 １２ ４ ２４ ４０ ４０そ の 他 ４０ ８ ３４ １，１０５ １，１５７ １，１６５(2)救急医療体制の整備休日・夜間における救急需要の増大に対処するため、県では、１次救急医療については、市町村を中心に地域医師会の協力を得て実施し、２次救急医療については、県が、県立病院の充実を図るとともに、公的病院及び民間医療機関の協力を得て、広域的に整備して実施し、また、３次救急医療については、県が昭和５７年９月２４日救命救急センター（平成１４年４月１日より県立奈良病院救命救急センター）を、また、平成２年５月３日県立医科大学付属病院に救急棟(平成９年４月１日より救命救急センター、平成１５年９月１日より高度救命救急センター)を開設し、一方、平成１５年４月１日に近畿大学医学部奈良病院救命救急センターが設置され、救急業務の円滑、適正な遂行を確保するため、体系的な救急医療体制の確立を図っている。
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３ 救急業務実施状況３ 救急業務実施状況３ 救急業務実施状況３ 救急業務実施状況(1)救急出場件数と搬送人員平成24年中における県内の救急業務実施状況は、出場件数62,530件、搬送人員58,353人で、前年に比べ出場件数で1,431件(2.3％)増加、搬送人員で1,291人(2.3％)増加した。また、人口１万人当たりの出場件数は447件で、一日平均では171件、約8.4分に１回の割合で救急隊が出動していることとなる。救 急 出 場 件 数 及 び 搬 送 人 員救 急 出 場 件 数 及 び 搬 送 人 員救 急 出 場 件 数 及 び 搬 送 人 員救 急 出 場 件 数 及 び 搬 送 人 員救急出 搬 送 交通事故 急病 人口１万人場件数 対前年 人 員 対前年 による Ａに対す による Ａに対す 当 た り（Ａ） 増減率 増減率 出場件数 る割合 出場件数 る割合 出場件数20 55,187 ▲3.4 51,845 ▲4.3 6,456 11.7 32,741 59.3 38721 55,715 0.9 52,433 1.1 6,611 11.8 33,109 59.4 39222 59,086 6.1 55,509 5.9 6,623 11.2 35,791 60.6 41423 61,099 3.4 57,062 2.8 6,598 10.8 37,333 61.1 43624 62,532 2.3 58,353 2.3 6,406 10.2 38,696 61.9 447救 急 出 場 件 数 の 推 移救 急 出 場 件 数 の 推 移救 急 出 場 件 数 の 推 移救 急 出 場 件 数 の 推 移

(2)事故種別出場件数及び搬送人員平成24年中の事故種別出場件数は、急病が61.9％と最も多く、続いて一般負傷、交通事故の順となっている。また、平成24年中の事故種別搬送人員も急病が61.1％と最も多く、続いて一般負傷、交通事故の順となっている。 事故種別出場件数及び搬送人員事故種別出場件数及び搬送人員事故種別出場件数及び搬送人員事故種別出場件数及び搬送人員火 災 自然災害 水 害 交通事故 労働災害 運動競技 一般負傷 加 害 自損行為 急 病 そ の 他 計255 5 34 6,406 630 370 9,436 266 709 38,696 5,725 62,532出場件数 (0.4) (0.0) (0.1) (10.2) (1.0) (0.6) (15.1) (0.4) (1.1) (61.9) (9.1) (100.0)82 4 15 6,553 615 371 8,939 224 519 35,636 5,395 58,353搬送人員 (0.1) (0.0) (0.0) (11.2) (1.1) (0.6) (15.3) (0.4) (0.9) (61.1) (9.2) (100.0)

27,584 29,233 29,220 32,051 32,565 32,288 33,231 34,041 38,050 38,460 39,180 42,248 44,564 46,446 49,226 50,112 53,251 55,277 56,80956,209 57,139 55,187 55,715 59,086 61,099 62,532
13,225 13,806 13,702 15,791 15,930 15,745 16,442 17,169 19,887 19,966 20,512 22,555 24,268 25,157 26,894 27,858 30,199 31,397 32,951 33,246 34,179 32,741 33,109 35,791 37,333 38,6966,677 7,152 7,579 7,862 8,163 8,009 7,921 7,834 8,064 8,057 8,070 8,015 8,059 8,361 8,399 8,033 7,711 7,981 7,652 7,224 6,792 6,456 6,611 6,623 6,598 6,406010,00020,00030,00040,00050,00060,00070,000 件数

年
救急全出場件数急病による出場件数交通事故による出場件数
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(3)年齢別傷害程度別搬送人員平成24年中の搬送者の年代別は、老人が31,755人（54.4％）で最も多く、次いで成人20,785人（35.6％）となっている。新生児は211人（0.4％）搬送された。医療機関等に搬送された人を傷病程度別にみると、死亡754人（1.3％）、重症6,609人（11.3％）、中等症23,603人（40.4％）、軽症27,376人（46.9％）、その他13人（0.0％）で、軽症者が、約半数を占めている。 （資料第30、31表参照）年齢別、事故種別、傷害程度別搬送人員年齢別、事故種別、傷害程度別搬送人員年齢別、事故種別、傷害程度別搬送人員年齢別、事故種別、傷害程度別搬送人員事 故 種 別 傷 病 程 度 別計 火 交 通 一 般 急 病 その他 死亡 重 症 中等症 軽 症 その他災 事 故 負 傷乳幼児等 3,379 1 234 865 1,924 355 7 163 839 2,368 2少 年 2,434 2 743 385 977 327 3 87 545 1,799 0成 人 20,785 51 4,159 1,930 11,686 2,959 119 1,720 6,911 12,030 5老 人 31,755 28 1,417 5,759 21,049 3,502 623 4,639 15,308 11,179 6計 58,353 82 6,553 8,939 35,636 7,143 752 6,609 23,603 27,376 13(注) 乳幼児等＝７歳未満、少年＝７歳～18歳未満、成人＝18歳～65歳未満、老人＝65歳以上(4)医療機関別搬送人員平成24年中の搬送者のうち救急告示医療機関に搬送された救急患者は52,461人（89.9％）で、救急告示外医療機関へ搬送された者は、5,884人（10.1％）となっている。（資料第32表参照）医 療 機 関 別 搬 送 人 員医 療 機 関 別 搬 送 人 員医 療 機 関 別 搬 送 人 員医 療 機 関 別 搬 送 人 員医 療 機 関 接骨院等・ 計救 急 告 示 （割合） 救 急 告 示 以 外（割合） そ の 他20 45,557 (87.9) 6,231 (12.0) 57 (0.1) 51,84521 46,416 (88.5) 5,977 (11.4) 20 (0.0) 52,43322 49,245 (88.7) 6,232 (11.2) 32 (0.1) 55,50923 50,903 (89.2) 6,149 (10.8) 10 (0.0) 57,06224 52,461 (89.9) 5,884 (10.1) 8 (0.0) 58,353医療機関への搬送時間は、30分以上60分未満が34,895人（58.8％）で最も多く、30分までに搬送した者は、全体の24.8％（前年は24.6％）となっている。 （資料第32表参照）収 容 所 要 時 間 別 搬 送 人 員収 容 所 要 時 間 別 搬 送 人 員収 容 所 要 時 間 別 搬 送 人 員収 容 所 要 時 間 別 搬 送 人 員10分未満 10分～19分 20分～29分 30分～59分 60分～119分 120分以上 計20 126 5,981 17,249 24,115 4,005 369 51,84521 255 3,721 14,305 28,221 5,456 475 52,43322 47 2,729 14,503 31,170 6,499 561 55,50923 26 2,042 13,587 33,230 7,595 582 57,06224 29 1,782 12,665 34,895 8,357 626 58,353割合 0.0 3.1 21.7 59.8 14.3 1.1 98.0
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(5)転送の回数と理由平成24年中に医療機関へ搬送した患者のうち、転送を余儀なくされたものは453件（0.8％）、前年は483件（0.8％）で、そのうち２回以上されたものは、7件（前年12件）あった。転送の理由は、処置困難が235件（51.1％）で最も多く、次いで専門外が99件（21.5％）となっている。 （資料第32表参照）転 送 回 数 別 患 者 数 と 転 送 の 理 由 別 件 数転 送 回 数 別 患 者 数 と 転 送 の 理 由 別 件 数転 送 回 数 別 患 者 数 と 転 送 の 理 由 別 件 数転 送 回 数 別 患 者 数 と 転 送 の 理 由 別 件 数転 送 回 数 別 患 者 数 転 送 の 理 由 別 件 数計 １回 ２回 ３回 計 ベッド満床 専門外 医師不在 手術中 処置困難 その他20 559 552 7 566 60 109 4 0 317 7621 551 545 6 555 59 120 2 0 279 9522 580 568 12 592 49 138 2 0 286 11723 483 471 12 495 37 144 2 1 219 9224 453 446 7 460 37 99 2 0 235 87(6)救急隊員の行った応急処置平成24年中の搬送人員のうち、救急隊員が何らかの応急処置を行った救急患者は57,944人（搬送人員の99.3％、前年は99.0％）で、その内容は、血中酸素飽和度の測定が27.0％で最も多く、次いで心電図、酸素吸入、保温となっている。 （資料第33表参照）救 急 隊 員 の 行 っ た 応 急 処 置救 急 隊 員 の 行 っ た 応 急 処 置救 急 隊 員 の 行 っ た 応 急 処 置救 急 隊 員 の 行 っ た 応 急 処 置

(7)高速自動車道における救急業務西名阪自動車道における救急業務の実施状況は、次のとおりである。 （平成24年中）区分 出場件数 搬送人員実施団体 担当区域山辺広域行政 郡山インター ～天理インター （上り） ８ ７事 務 組 合 法隆寺インター～郡山インター （上り）大和郡山市 １５ １３天理インター ～郡山インター （下り）香芝インター ～法隆寺インター（上り）西和消防組合 ６ ６郡山インター ～法隆寺インター（下り）香芝・広陵 柏原インター ～香芝インター （上り） １９ ２０消 防 組 合 法隆寺インター～香芝インター （下り）合 計 ４８ ４６

人 工 心マッ 心 肺 酸 素 気 道 静脈路 血中酸素止 血 固 定 保 温 被 覆 除細動 心電図 飽和度の その他 計呼 吸 サージ 蘇 生 吸 入 確 保 確 保 測 定２０ 1,471 2,903 156 52 979 10,899 4,520 8,473 4,423 164 436 9,435 43,804 77,599 157,679２１ 1,481 3,387 160 53 1,075 11,075 2,230 9,096 4,665 188 521 11,059 49,504 76,075 170,569２２ 4,108 5,809 143 38 1,158 11,984 2,430 8,175 4,769 161 602 13,005 53,089 86,239 191,710２３ 4,160 5,754 148 44 1,186 12,040 2,481 7,901 4,829 153 593 13,879 55,450 95,522 204,140２４ 4,131 5,842 167 46 1,275 11,903 2,639 7,622 4,798 169 638 15,092 56,900 99,550 210,772割合 2.0 2.8 0.1 0.0 0.6 5.6 1.3 3.6 2.3 0.1 0.3 7.1 27.0 47.2 100.0


